
○連携状況の重点
中野区では、児童相談所の設置に向け、着実に準備を進めているところです。
様々な事情により家庭で生活をすることが出来なくなった子どもを受け入れ、家庭的な環境の中で
子どもが育っていくことのできる里親制度は、行政としても大切にしていきたいと考えています。
子どもが幸せに育っていくためには、安心できる場所（家庭）があり、地域に見守られていくことが
必要です。そのために、中野区では今後、子どもも含めた地域包括ケアシステムを構築していきたい
と考えています。
地域で活動する里親をはじめとした、地域の皆さんと共に、子どもたちのために色々と議論を重ねて
まいりたいと考えています。

中野区より

小学校区に各１家庭の里親を確保
中野区の小学校２５校 現在１２家庭 ➡２５家庭へ

だから、みんなで守ろう私達の宝物「子ども  　」を︕
子育て中　　　　健康とは限らない
　　　　　

里親

施設で0～18歳まで育った場合 １人につき約8,000万円

施設

子ども1人あたり/年間

約200万円～400万円

約400万円～700

施設退所後…

離職率︓初年度で40％
専門学校・大学の中退者︓20％

・何故この様なアイデアに辿り着いたのか︖

児童養護施設で育つと、
１人につき年間、約 400 万円～ 700 万円、
0 ～ 18 歳まで育った場合、およそ 8000 万円

しかし、施設退所後の離職率は、最初の 1 年間で
４０％、専門学校や大学へ進学しても、中退者は
２０％に及びます。
家庭体験で学ぶ人との信頼関係を持つ事が難しく

「孤立」しやすいこと、家族との別離で傷付いた心
の傷が癒える前に自立しなければいけない事が大
きな原因です。

「社会的養護のコスト」と「効果」

子どもの困っている状況を変えられたら社会的コストダウンに︕

周知活動で地域を盛り上げよう︕

子育てステーションとなる場づくり

ファミサポ→里親の制度をつなぐ準備

アイデアの種

まずは地域をあたためよう︕実現へのステップ

里親を知ってもらい、多様な家族の住みやすいマチを作るために、中野区と連携して周知活動を
進めていきたい。
生活する上で必ず利用する公共機関、病院等、子どもの育つ場である学校での出前講座、さらには、
広く若い層まで周知出来るようにアートイベントなどを開催していきます。

いつでも立ち寄れて、ちょっとした悩みを相談できる気軽な場所を作ることで、より近いところ
でのケアを進めていきます。
イベントや子育てに役立つ情報を集約し、サポートを受けられる場所として機能します。

１

２

３

ファミサポ ショートステイ 里親

幅広い専門性
研修と経験

コミュニティでの支えあい +
支えあいの基幹力

1日数時間の預かり… 最大18歳まで

両方の制度を中野区が管理することで、
つながりのある制度に︕

ファミリーサポート事業
（通称︓ファミサポ） 里親制度

・ ちょっとお預かりから、2、3カ月の入院の間、18歳まで育つ家として、
グラデーションのある子育てサポートを地域で実現

中野区

・ 認知度ＵＰ︕

・

親と共に過ごせない子どもの総数 およそ 46,000人

家庭養護

親と共に過ごせない子どもの総数 およそ46,000人

児童養護施設

15％ 85％

➡ 里親の開拓と養成は大きな課題

ショートステイも対応

親と暮らせない子
（社会的養護）

46,000 人およそ

施設養護家庭養護

チャレンジ︕︕オープンガバナンス 2016

チーム名︓チャレンジ中野︕ Grow Happy Family＆Community

アイデア名︓地域とつながる「子育て」＆「里親制度」
　　　　　　　～ママからファミサポへ、ファミサポから里親へ～

東京都 中野区︓地域課題「家庭養護の推進」

良質な「里親」と「子育てサポーター」を開拓・養成するために、
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中野区で児童相談所開設が実現可能になったため、
「ファミリーサポートから里親への段階的な制度」
に整えられるように︕
ファミサポから里親までのレベルを作り、研修と経
験を一緒に積んでいける仕組みにすれば、ムリ無く
成長し、良質な里親や子育てサポーターを養成でき
ます。

親元で暮らせるように子育てを支える「地域サポーター」を、
親元で育つ事が困難な場合は、子育てのバトンをつなぐ「里親」
を増やしていくと、虐待や親子分離を防止し、地域で安心し
て子育てできる環境を整えられます︕

子どもの心の大きな傷になる親子分離・虐待を防止し、
　地域で幸せに育つ親と子を増やす事が社会的コストを減らす一番の解決策︕

「ファミリーサポート事業」と「里親制度」を結びつける制度

研修・経験をつみながらレベルアップできる制度に︕

子育てコミュニティで学びと共感の場づくり︕

私たちのアイデア

ポイント①

ポイント②

サポーターのコミュニティを作り、参加義務を持
たせます。個人的な判断になりがちな子育てをリ
フレッシュし、共に学び、共感を持って支え合う
仲間とのコミュニティはとても重要です︕
支える側もしっかり支えられる環境を作ります。
ここで育った人材が核となり、地域の子育てコミュ
ニティの柱になるのです。

「安心して子育てを出来るマチ作り」です。

里親（サポーター）開拓
・里親リクルートのハードルを下げる
・地域に眠る子育て資源を発掘︕
・厚みと瞬発力のある対応︕

子育てを学ぶ研修とコミュニティ
・良質な里親・サポーターの養成
・コミュニティとのつながり ➡安心安全
・知識・技術を地域の子育て支援に

➡スーパーバイザー養成

子育て力を仕事に︕

すき間時間活用
自分の子育てにも自信が持てる

・子育てで培った力を発揮︕
➡ 家庭での新たな働き方に︕

１ ２ ３

実現できる３つのポイント
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